
2002年 出上の木簡

あ

る

き

島
根
皇
目
木
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
出
雲
市
東
林
木
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
１
二
〇
〇
三
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
今
岡

一
三

・
伊
藤
　
智

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
関
連
遺
跡
ほ
か

６
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跡
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年
代
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生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

青
木
遺
跡
は
、
北
山
か
ら
南

へ
流
れ
て
い
た
湯
屋
谷
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

扇
状
地
の
縁
辺
部
に
位
置
す
る
。
国
道
四
三

一
号
道
路
改
築
事
業
に
伴
い
、
二

Ｏ
〇

一
年
か
ら
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
弥
生
時
代
前
期

か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
遺

跡
で
、
弥
生
時
代
の
遺
構
面
か

ら
は
、
墓
墳
内
か
ら
近
畿
式
銅

鐸
の
飾
り
耳
が
人
骨
と
と
も
に

出
土
し
、
ま
た
、
四
隅
突
出
型

墳
丘
墓
も
見

つ
か

っ
て
い
る
。

古
代
の
遺
構
と
し
て
は
、
礎

石
建
物

・
掘
立
柱
建
物
や
溝
状
遺
構
な
ど
が
あ
り
、
礎
石
建
物
は

一
部
礎
石
が

抜
き
取
ら
れ
て
い
た
が
、
二
間
×
四
間
の
総
柱
建
物
で
、
盛
土
を
し
て
礎
石
を

置
い
て
い
た
。
時
期
は
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
め
頃
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
建
物
の
南
東
に
隣
接
す
る
状
態
で
木
組
み
の
溝
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
溝

の
中
心
軸
が
礎
石
建
物
の
東
西
軸
と
ほ
ぼ
平
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
礎
石
建
物

の
雨
落
溝
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
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簡
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代
の
包
含
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び
遺
構
面
か
ら
計
三

一
点
出
土
し
た
。
ほ
と
ん
ど

は
遺
構
面
上
層
の
包
含
層
の
遺
物
で
あ
る
。
墨
痕
の
み
の
も
の
も
多
く
、
ま
た

現
在
整
理
中
の
た
め
、
今
回
は
遺
存
状
態
が
良
く
、
判
読
で
き
た
四
点
を
紹
介

す
る
。
ま
た
、
木
簡
以
外
の
特
筆
す
べ
き
遺
物
と
し
て
は
、
墨
書
土
器
が
二
五

〇
点
以
上
、
帝
金
具
二
点
、
円
面
硯
二
点
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
に
は
須
恵

器
及
び
朱
塗
り
上
師
器
の
杯

・
蓋

・
皿
な
ど
が
あ
り
、
「伊
」
と
書
か
れ
た
も

の
が

一
番
多
く
、
そ
の
他

「家
永
」
「門
」
「厨
」
「美
談
杜
」
「□
□
寺
」
な
ど

が
あ
る
。
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い
は
九
九
の
習
書
を
し
た
木
簡
で
、
二
次
的
に
封
絨
状
に
整
形
し
て
い
る
。

裏
面
に
も
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
は
困
難
で
あ
っ
た
。

②
は
上
下
端
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
。
収
納
し
た
も
の
を
三
〇
人
に
支
出
し

た
か
、
三
〇
人
の
人
を
出
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
伝
票
の
よ
う
な
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

０
は
ほ
ぼ
完
形
で
、
上
端
は
平
ら
に
削
り
、
下
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
。
人
名

が
書
か
れ
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。

い
は
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
０
と
同
様
に
人
名
が
記
載
さ
れ
た
付
札
木

簡
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
島
根
県
古
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の

平
石
充
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
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